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表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

柳

澤

舞

第
六
十
一
回
国
民
体
育
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
競
技

徳
島
県
代
表

勝
浦
体
協
ウ
ィ
ー
ル
（
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
）

第
二
回

Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

Ｃ
Ｕ
Ｐ
徳
島
県
代
表

勝
浦
体
協
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
男
子
バ
レ
ー
）

平
成
十
八
年
度
全
日
本
九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

総
合
男
女
選
手
権
大
会
徳
島
県
代
表

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

米

川

由

真

平
成
十
八
年
度
徳
島
県
高
等
学
校
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
優
秀
選
手
賞
受
賞

鈴

木

鹿

子

貞
岡
八
重
子

宮
本
登
世
子

松

本

博

子

第
十
一
回
全
国
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

こ
と
ぶ
き
大
会
出
場

（
野

球
）

柿

原

慎

哉

徳
島
県
秋
季
高
等
学
校
野
球
大
会
で
サ
イ
ク
ル

ヒ
ッ
ト
を
達
成

松

浦

功

揮

日

浦

雄

太

中
村
竜
津
矢

山

本

史

典

第
十
四
回
全
日
本
少
年
硬
式
野
球
連
盟
選
手
権

大
会
出
場

（
サ
ッ
カ
ー
）

湯

浅

幸

第
二
回
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
な
で
し
こ
カ
ッ
プ
全
国

大
会
出
場

（
陸

上
）

宮

田

光

第
四
十
九
回
四
国
高
等
学
校
駅
伝
大
会
出
場

小

西

美

佐

平
成
十
八
年
度
四
国
高
等
学
校
総
合
体
育
体
育

大
会
出
場

（
ラ
イ
フ
ル
）

日

浦

征

章

西
日
本
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
手
権
大
会
出
場

個

人

団

体

恒
例
の
町
民
体
育
祭
が
、
十
月
二

十
九
日

に
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
日
当
日
は
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
恵
ま
れ
、
多
数
の
町
民
の

み
な
さ
ん
が
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
に
参

加
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
面
で
活

躍
さ
れ
た
方
々
が
、
勝
浦
町
長
表
彰
、

勝
浦
町
教
育
委
員
会
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
団

体
お
よ
び
関
係
各
位
の
み
な
さ
ま
方

に
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

個

人

町民体育祭
第45回

教
育
委
員
会
表
彰

町

長

表

彰
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■
加
入
世
帯
向
け
説
明
会

勝
浦
町
・
上
勝
町
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
加
入
世
帯
の
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方

法
等
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
、
加
入
世
帯

を
対
象
に
各
地
区
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

開
催
時
期
は
、
十
二
月
上
旬
か
ら
来
年
一

月
末
ま
で
で
、
午
後
七
時
く
ら
い
か
ら
各

集
会
所
等
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

な
お
、
具
体
的
な
開
催
日
時
や
場
所
に

つ
い
て
は
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
Ｉ
Ｐ
電
話
番
号
帳
の
送
付
に
つ
い
て

現
在
、
作
成
途
中
の
Ｉ
Ｐ
電
話
番
号
帳

で
す
が
、
送
付
時
期
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
九
年
一
月
下
旬
の
予
定
で
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
も
う
し

ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

■
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
し
て

み
ま
し
ょ
う

こ
の
度
の
勝
浦
町
・
上
勝
町
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
サ
ー
ビ
ス
に
加
入
さ

れ
て
い
る
世
帯
で
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｂ
（
楽
ビ
ジ
ョ

ン
）
を
経
由
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
テ

レ
ビ
画
面
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

最
新
の
情
報
と
し
て
、
勝
浦
町
長
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
十
一
月
四
日
に
人
形
文

化
交
流
館
で
勝
浦
座
な
ど
に
よ
り
行
わ
れ

た
「
阿
波
人
形
芝
居

勝
浦
」
が
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

「
勝
浦
町･

上
勝
町
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
お
よ

び
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
サ
ー
ビ
ス
」
に
関
す
る
こ
と

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
―
四
国

地
域
情
報
セ

ン
タ
ー

０
１
２
０
（
９
６
０
）１
３
８

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

受
付
時
間

午
前
九
時
～
午
後
五
時
（
平
日
）

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
業

総
務
税
務
課

（
４
２
）２
５
１
１

防
災
無
線
の
定
期
点
検

～
戸
別
受
信
機
定
期
点
検
～

昨
年
度
整
備

し
ま
し
た
、
防

災
無
線
の
戸
別

受
信
機
に
つ
い

て
、
定
期
点
検

を
行
う
と
と
も

に
、
受
信
機
ソ
フ
ト
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
を
行
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
二
月
末
ま
で
の

間
に
町
内
の
電
気
屋
さ
ん
が
順
次
各
家
庭

を
回
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
際
、
点
検
済

み
の
戸
別
受
信
機
と
交
換
し
て
い
く
形
態

を
と
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

火
災
予
防
年
末
特
別
警
戒

～
火
の
用
心
～

十
二
月
二
十
六
日

～
三
十
日

に
か
け
て
、
火
災
予
防
年
末
特
別
警
戒
期

間
で
す
。

期
間
中
、
午
後
八

時
に
緊
急
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
ま
す
。
火

災
と
間
違
え
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

勝浦町の学校給食を見ること

ができます。献立表や食に関

する話も掲載されています。

病気の予防と対策や食生活と

栄養などに関することがご覧

いただけます。

勝浦町長、上勝町長から町民

の皆様へのメッセージが掲載

されています。その他、楽ビ

ジョン製作者の日記が閲覧で

きます。

防災カメラのライブ映像を配

信しています。星谷橋、正木

ダム、月ヶ谷温泉付近の様子

がわかります。夜間でも見る

ことができます。

インターネットに接続できま

す。勝浦町、上勝町、県庁の

ホームページが閲覧できます。

勝浦町、上勝町両町のイベン

ト情報がご覧いただけます。

地
域
情
報
化
に
つ
い
て

▲STB（楽ビジョン）の初期画面
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勝浦町民生委員児童委員協議会は、社会福

祉に関する活動が特に優秀であるとその功績

が認められた為、平成18年10月26日、アスティ

とくしまにおきまして、優良民生委員児童委

員協議会表彰として全国民生委員児童委員連

合会会長表彰を受賞されました。

心からお喜び申し上げますとともにこれか

らのご活躍をお祈りします。

まちかど散歩みち

～
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
の

伝
統
文
化
継
承
と

後
継
者
育
成
に
貢
献
～

勝
浦
座

全
国
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会

会
長
か
ら
表
彰

十
一
月
一
日

、
中
越
地
震
で
記

憶
に
新
し
い
新
潟
県
長
岡
市
で
開
催

さ
れ
た
地
域
づ
く
り
全
国
交
流
会
議

長
岡
大
会
に
お
い
て
「
阿
波
人
形
浄

瑠
璃
勝
浦
座
」
が
全
国
地
域
づ
く
り

推
進
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

こ
の
地
域
づ
く
り
表
彰
に
は
、
全

国
の
都
道
府
県
や
市
町
村
か
ら
推
薦

を
受
け
た
八
十
六
の
事
例
が
審
査
さ

れ
ま
し
た
。
勝
浦
座
の
伝
統
文
化
継

承
と
勝
浦
高
校
民
芸
部
指
導
な
ど
の

活
動
事
例
は
、
六
月
の
第
一
回
審
査
、

九
月
の
第
二
回
審
査
を
通
過
し
、
表

彰
候
補
と
し
て
八
事
例
の
中
に
選
考

さ
れ
、
長
岡
大
会
で
の
最
終
審
査
に
臨
み
ま
し
た
。

最
終
審
査
で
は
、
勝
浦
座
の
敏
鎌
謙
次
座
員
が
自
作
の
ビ
デ
オ

映
像
を
披
露
し
な
が
ら
勝
浦
座
の
活
動
を
説
明
し
、
同
じ
く
敏
鎌

滋
子
座
員
が
説
明
に
あ
わ
せ
て
木
偶
を
回
す
演
出
で
、
審
査
員
や

出
席
者
に
好
印
象
を
残
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
国
土
交
通
大
臣
表
彰
は
逃
し
た
も
の
の
、
推
進
協

議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
八
候
補
団
体
の
う
ち
一
団
体

の
み
が
選
ば
れ
る
日
本
政
策
投
資
銀
行
総
裁
賞
を
勝
浦
座
が
獲
得

し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
県
を
あ
げ

て
振
興
し
て
い
る
阿
波
人

形
浄
瑠
璃
の
発
展
、
継
承

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

若
者
に
伝
統
芸
能
を
伝
え
、

郷
土
の
誇
り
と
な
る
よ
う

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

表
彰
を
受
け
る
敏
鎌
座
員

勝
浦
座
の
活
動
を
説
明

説
明
に
あ
わ
せ
木
偶
を
回
す
敏
鎌
滋
子
さ
ん

全国民生委員児童委員連合会会長表彰!!

�

�

�
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machikado sanpomichi

生
名
有
志
の
皆
さ
ん
が
、
へ
ん
ろ
道
の
修

復
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
十
一
月
十
二
日

北
風
の
吹
く
寒
い
日
、
二
回
目
と
な
る
修

復
作
業
で
し
た
が
参
加
者
は
二
十
二
人
で
し

た
。
勝
浦
中
学
校
か
ら
も

さ
ん
、
福
田
さ

ん
、
平
井
く
ん
、
中
川
く
ん
が
参
加
し
、
大

井
峠
と
鶴
林
寺
と
の
分
岐
点
付
近
を
整
備
し

ま
し
た
。

今
後
も
少
し
ず
つ
修
復
作
業
を
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

横
瀬
小
学
校
六
年
生
十
二
人
が
、
十
月
六
日
・
十
一
日
・
二

十
日
、
十
一
月
七
日
の
四
日
間
、
サ
ル
ビ
ア
作
業
所
で
メ
ン
バ
ー

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
の
話
を
交
わ
し

な
が
ら
作
業
を
体
験
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
メ
ン
バ
ー
の
人
た
ち
が
作
業
所
で
ど
の
よ
う

な
作
業
を
し
生
活
し
て
い
る
の
か
な
ど
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
体

験
、
話
を
交
わ
し
て
い
る
う
ち
に
気
持
ち
も
う
ち
と
け
話
も
弾

み
ま
し
た
。

四
日
間
の
交
流
を
通
じ
て
子
供
た
ち
か
ら

作
業
所
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は

所
長
さ
ん
の
願
い
や
苦
労
は
何
か

月
に
ど
れ
く
ら
い
の
仕
事
が
入
っ
て
く
る

の
か

作
業
所
を
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か

な
ど
、
ま
た
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
は

作
業
所
に
入
る
前
は
ど
う
し
て
い
た
か

作
業
所
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は

今
、
不
安
や
悩
み
は
ど
ん
な
こ
と
か

こ
れ
か
ら
の
作
業
所
に
望
む
こ
と
は

な
ど
多
く
の
質
問
と
意
見
交
換
を
し
た
。

こ
の
交
流
を
通
じ
て
作
業
一
つ
ひ
と
つ
に

対
す
る
気
配
り
の
大
切
さ
と
作
業
の
苦
労
を

体
験
す
る
と
と
も
に
、
作
業
所
の
方
々
の
相

手
を
思
い
や
る
や
さ
し
さ
に
ふ
れ
温
か
い
気

持
ち
に
な
れ
た
こ
と
、
作
業
所
の
メ
ン
バ
ー

も
明
る
い
子
ど
も
た
ち
に
接
し
、
た
く
さ
ん

の
元
気
を
も
ら
っ
た
と
交
流
を
喜
び
合
い
ま

し
た
。

サルビア作業所

横小６年生が
障害者と交流

へ
ん
ろ
道

修
復
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
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子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
」

の
十
二
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も
子

供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ
れ

て
い
る
子
供
と
保
護
者
）
並
び
に

妊
婦
さ
ん

十
二
月
の
行
事

五
日

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

八
日

ク
リ
ス
マ
ス
会

（
軽
食
が
あ
り
ま
す
）

十
日

ケ
ー
キ
作
り

ク
リ
ス
マ
ス
会

時

間

午
前
十
一
時
～
午
後
一
時

定

員

二
十
人
（
先
着
順
）

締
切
り
日

十
二
月
五
日

ケ
ー
キ
作
り

時

間

午
前
十
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

参

加

費

三
百
円

締
切
り
日

十
二
月
五
日

準
備
用
品

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

ハ
ン
ド
タ
オ
ル
二
枚

十
一
月
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

二
十
一
日

町
民
生
児
童
委
員
さ
ん
と
お

餅
つ
き
を
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
親
子
は
、

小
さ
な
き
ね
を
も
ち
、
お
母
さ
ん
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
な
が
ら

「
ペ
ッ
タ
ン
コ
・

ベ
ッ
タ
ン
コ
」
と

声
を
か
け
な
が
ら

お
餅
つ
き
を
楽
し

み
ま
し
た
。

《
お
知
ら
せ
》

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
で
は
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
ア
ク
セ
ス
方
法

勝
浦
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
健
康
・
福
祉

↓
子
育
て
↓
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
情
報

十
二
月
の
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
十

日
ま
で
で
す
。
こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
は
、
二
十

七
日
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
の
で
遊
び
に
き

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

科
学
技
術
の
進
歩
が
著
し
い
現
在
、
自
衛

隊
に
お
い
て
も
専
門
的
な
知
識
と
技
術
が

必
要
で
あ
り
、
素
質
の
優
れ
た
若
い
人
た

ち
を
専
門
技
術
者
と
し
て
養
成
す
る
た
め

に
中
学
校
卒
業
者
を
対
象
に
採
用
す
る
制

度
で
す
。

入
校
後
約
三
年
間
は
一
般
高
校
と
同
じ
学

科
と
各
種
技
術
の
基
礎
を
学
び
ま
す
（
三

年
後
に
は
高
卒
資
格
取
得
）
。
そ
の
後
約

一
年
間
専
門
教
育
受
講
と
部
隊
実
習
等
を

行
い
ま
す
。

初
任
給

一
五
〇
、二
○
○
円

ボ
ー
ナ
ス
年
ニ
回
（
六
月
・
十
二
月
）

（
平
成
十
八
年
四
月
現
在
）

全
員
が
生
徒
宿
舎
で
生
活
し
、
食
費
・
寮

費
等
一
切
無
料
、
制
服
類
等
も
支
給
さ
れ

ま
す
。

受
験
資
格

中
学
校
卒
業
見
込
～
十
七
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日

～

平
成
十
九
年
一
月
九
日

試
験
期
日

（
一
次
）
平
成
十
九
年
一
月
十
三
日

（
二
次
）
平
成
十
九
年
一
月
二
十
六
日

～

平
成
十
九
年
一
月
二
十
九
日

ま
で
の
間
の
指
定
す
る
一
日

問
い
合
わ
せ

徳
島
地
方
協
力
本
部

０
８
８
（
６
２
３
）２
２
２
０

毎
年
恒
例
の
文
化
祭
を
次
の
と
お
り
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
が
作
品
を
出

品
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日

時

平
成
十
九
年
一
月
十
三
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

平
成
十
九
年
一
月
十
四
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

募
集
す
る
作
品

写
真
・
書
道
・
油
絵
・
イ
ラ
ス
ト
・
水
墨

画
・
手
工
芸
・
生
け
花
・
俳
句
・
短
歌
・
川

柳
・
彫
刻
・
陶
芸
・
日
本
画
・
漫
画
そ
の
他

芸
術
作
品

作
品
の
搬
入

一
月
十
一
日

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

搬
入
先

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
十
二
月
行
事

募

集

自
衛
隊
生
徒
募
集
！

第
三
十
二
回

勝
浦
町
文
化
祭
作
品
募
集

６



成
人
式
の
ご
案
内

要
介
護
認
定
者
の

特
別
障
害
者
控
除
に
つ
い
て

12月20日 12月13日 12月６日

★
お
楽
し
み
会
を
し
よ
う

サ
ン
タ
さ
ん
と
一
緒
に
手
遊
び
や

歌
を
歌
っ
て
遊
ぼ
う
等

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う

★
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
十
二
月
生
お
誕
生
会
等

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う

〈
戸
外
〉

保
育
所
の
お
友
達
の
餅
つ
き
を

見
学
し
ま
し
ょ
う

固
定
遊
具
等
で
遊
び
ま
し
ょ
う

〈
室
内
〉

身
近
な
素
材
で
室
内
の
飾
り
や

リ
ー
ス
作
り
を
し
ま
し
ょ
う

★
更
生
保
護
女
性
会
来
所

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
園
庭
お
よ
び
リ
ズ
ム
室)

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

育
児
相
談
事
業

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

※
生
比
奈
保
育
所
で
は
、
お
子
さ
ん
の
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
て
、
子
育
て
の
悩
み
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
の
こ
と
で

気
に
な
る
事
や
困
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

一
人
で
悩
み
を
抱
え
ず
、
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

ま
た
、
わ
ん
ぱ
く
教
室
に
お
越
し
に
な

ら
れ
て
お
話
下
さ
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
の

認
定
を
受
け
て
い
る
要
介
護
四
お
よ
び
要
介

護
五
の
人
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
や
、
町

県
民
税
の
申
告
の
際
、
特
別
障
害
者
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
認
定
書
を
発
行
し
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
お
よ
び
二

級
の
人
は
申
告
の

際
、
手
帳
を
提
示

し
て
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
認

定
書
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

申
請
受
付
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

保
育
所
入
所
説
明
会
お
よ
び

入
所
受
付
申
込
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
、
勝
浦
町
の

保
育
所
に
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
保
護
者

を
対
象
に
入
所
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

入
所
定
員

生
比
奈
保
育
所

九
十
人

横
瀬
保
育
所

九
十
人

※
入
所
説
明
会
に
出
席
で
き
な
い
場
合
は
、
役

場
福
祉
課
・
生
比
奈
保
育
所
・
横
瀬
保
育
所

で
申
込
用
紙
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

◎
保
育
所
入
所
説
明
会

日

時

十
二
月
七
日

午
後
七
時
～

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

◎
入
所
申
込
受
付

受
付
日
時
・
場
所

十
二
月
十
八
日

～
二
十
日

ま
で
の
間

入
所
希
望
保
育
所
に
申
込
用
紙
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

午
前
九
時
～
午
後
四
時
ま
で

入
所
児
童
き
き
と
り
調
査

平
成
十
九
年
一
月
十
日

生
比
奈
保
育
所

平
成
十
九
年
一
月
十
一
日

横
瀬
保
育
所

午
前
九
時
～
午
後
四
時
ま
で

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

生
比
奈
保
育
所

（
４
２
）３
０
７
７

横
瀬
保
育
所

（
４
２
）２
２
４
６

平
成
十
九
年
勝
浦
町
成
人
式
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
ぜ
ひ
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

平
成
十
九
年
一
月
二
日

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

昭
和
六
十
一
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

平
成
十
三
年
度
勝
浦
中
学
校
卒
業
生
お
よ

び
十
一
月
三
十
日
現
在
町
内
に
在
住
し
て

い
る
方
に
は
、
町
教
育
委
員
会
か
ら
ご
通

知
い
た
し
ま
す
。
ほ
か
に
も
該
当
の
方
は

当
日
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
加
に
あ
た
り
、
華
美
に
な
ら
な

い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

勝
浦
町
教
育
委
員
会

(

４
２)

２
５
１

５

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

★
十
二
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

お
知
ら
せ

平
成
十
九
年
度

保
育
所
入
所
説
明
会

７

受
付

午
前
九
時
三
十
分
～

式
典

午
前
十
時
～



８

町
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
い
つ
も
物

心
両
面
に
お
世
話

に
な
り
、
心
か
ら

厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

早
く
も
後
一
月

あ
ま
り
で
徳
島
駅
伝
の
時
期
と
な
り
、
選
手

も
大
会
に
向
け
一
生
懸
命
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
個
人
練
習
、
合
同
練
習

に
お
い
て
路
上
で
の
練
習
の
機
会
も
増
え
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
次
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
道
路
で
は
右
側
、
左
側
の
ど
ち
ら
も
走
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。
（
な
る
べ
く
交
差
点
や
道
路

を
横
断
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。）

②
夜
間
、
選
手
が
見
え
れ
ば
、
ラ
イ
ト
を
下

向
き
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。

③
犬
の
放
し
飼
い
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

ナ
イ
タ
ー
陸
上
は
、
火
・
木
・
金
曜
日
の

夜
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
九
月
か
ら
は
、
毎
週
日
曜
日
の
午

前
十
時
に
勝
浦
中
学
校
へ
集
合
し
、
合
同
練

習
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
な
ど
の
入
学
者

や
在
学
者
は
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
公
的
な

融
資
制
度
と
し
て
、
発
足
以
来
四
百
万
人
を

超
え
る
方
々
に
利
用
さ
れ
て
き
た
制
度
で
す
。

制
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
な
ど
へ
入
学
ま

た
は
在
学
さ
れ
る
方
の
保
護
者
で
前
年
の
年

収
が
九
百
九
十
万
円
（
事
業
所
得
者
は
七
百

七
十
万
円
）
以
内

ご
融
資
額

学
生
・
生
徒
お
一
人
あ
た
り

二
〇
〇
万
円
以
内

ご
融
資
期
間

十
年
以
内
（
在
学
期
間
以
内

で
元
金
据
置
が
可
能
）

利

率

年
二
・
三
％

（
固
定
金
利

平
成
十
八
年

十
一
月
十
日
現
在
）

ご
返
済
方
法

毎
月
元
利
均
等
払

（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
払
が
可
能
）

お
使
い
み
ち

学
校
納
付
金
、
受
験
に
か
か
っ
た
費
用
、

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金
・
家
賃
、

教
科
書
代
、
教
材
費
、
パ
ソ
コ
ン
購
入
費
、

通
学
費
用
、
学
生
の
国
民
年
金
保
険
料
な
ど

※
詳
し
く
は
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

０
５
７
０（
０
０
）８
６
５
６

〈
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
〉
全
国
か
ら
市
内
通
話

料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
は
国
民
生
活
金
融
公
庫
徳
島
支
店

０
８
８（
６
２
２
）７
２
７
１
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
も
納
税
も
パ
ソ
コ
ン
で

オ
ン
ラ
イ
ン
で
ら
く
ら
く

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
）
は
、
国
税
に
関
す
る
各
種
手
続

（
①
所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
、
酒
税
、

お
よ
び
印
紙
税
の
申
告
、
②
全
税
目
の
納
税
、

③
申
請
・
届
出
等
）
が
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
行
う
事
が

で
き
、
税
務
署
な
ど
に
何
度
も
出
か
け
る
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
。
特
に
源
泉
所
得
税
の

毎
月
納
付
や
消
費
税
の
毎
月
申
告
な
ど
、
利

用
回
数
の
多
い
手
続
き
に
は
便
利
で
す
。

◆
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
の
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ

〔
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ

〕

開
始
届
出
書
を
所
轄
の
税
務
署
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
）

〔
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ

〕

所
轄
の
税
務
署
か
ら
利
用
者
識
別
番
号
等

の
通
知
書
と
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
の
Ｃ
Ｄ
ー

Ｒ
Ｏ
Ｍ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ

〕

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま

た
は
、
Ｃ
Ｄ
ー
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
よ
り
イ
ン
ス
ト
ー

ル
、
暗
証
番
号
の
変
更
お
よ
び
電
子
証
明
書

等
の
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
電
子
証
明
書
と
は
？

電
子
証
明
書
と
は
、
書
面
取
引
に
お
け
る

印
鑑
証
明
書
に
代
わ
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
の
際
に
は
、
事
前

に
電
子
証
明
書
の
取
得
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

電
子
証
明
書
の
具
体
的
な
取
得
方
法
お
よ
び

費
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
電
子
証
明
書
の

発
行
機
関
（
勝
浦
町
住
民
課
窓
口
）
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

◆
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日
の
午
前
九
時
～
午
後
九

時
（
祝
日
等
を
除
く
）

申
告
・
納
税
の
デ
ー
タ
の
送
信
は
右
記
の

時
間
に
限
り
ま
す
が
、
作
成
は
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ

ソ
フ
ト
等
を
利
用
し
て
、
い
つ
で
も
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
も
っ
と
詳
し
い
情
報
は

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
の
最
新
情
報
や
ご
利
用
に
当

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
の
教
育
ロ
ー
ン

（
国
民
生
活
金
融
公
庫
）

勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会
か
ら

の
お
願
い

た
っ
て
の
手
続
等
に
つ
い
て
は
、
ｅ
ー
Ｔ
ａ

ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.e- tax.

nta.go.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
徳
島

税
務
署
総
務
課

０
８
８
（
６
２
２
）４
１
３

１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

年
末
特
別
警
戒
実
施
中
！

年
末
に
は
、
各
種
犯
罪

や
事
故
が
多
発
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
県
警
察
で

は
、
犯
罪
の
抑
止
と
事
故

防
止
の
た
め
、
十
二
月
一

日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間

金
融
機
関
等
を
対
象
と
す
る
事
件
の
未
然

防
止

市
民
に
身
近
な
街
頭
犯
罪
等
の
予
防

少
年
の
非
行
防
止

飲
酒
運
転
の
撲
滅
と
交
通
事
故
の
抑
止

雑
踏
事
故
の
防
止

を
重
点
と
し
た
年
末
特
別

警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
、
県
下
一
斉
自

動
車
検
問
等
の
ほ
か

『
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

安
全
・
安
心
の
街
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

慌
た
だ
し
い
年
末
は
、
日
頃
気
を
付
け
て

い
る
事
柄
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

被
害
に
遭
う
前
に
防
犯

面
等
に
注
意
を
払
っ
て
、

明
る
い
新
年
を
迎
え
て

く
だ
さ
い
。

飲
酒
運
転
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
中
！

悲
惨
な
飲
酒
運
転
に
よ

る
交
通
事
故
を
一
掃
し
て

い
く
た
め
に
県
民
一
人
ひ

と
り
の
飲
酒
運
転
追
放
に

向
け
た
意
識
を
醸
成
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
の
飲
酒
運
転

撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展

開
中
で
す
。
「

飲・

酒・

運・

転・

ゼ・

ロ・

」
を
目
指
し
、

県
民
総
ぐ
る
み
で
飲
酒
運

転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
庭
で
は
、
飲
酒
運
転
の
危
険
性
や
交
通

事
故
の
悲
惨
さ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
家

族
や
地
域
ぐ
る
み
で
飲
酒
運
転
追
放
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

・
各
企
業
、
事
業
所
で
は
、
飲
酒
運
転
撲
滅

宣
言
を
実
施
し
、
職
場
ぐ
る
み
で
飲
酒
運

転
追
放
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

・
酒
類
提
供
の
飲
食
店
は
、
利
用
客
へ
の
飲

酒
運
転
禁
止
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

『
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、

乗
る
な
ら
飲
む
な
！
』

12
月
中
の
猟
銃
等

講
習
会
開
催
日
程

経
験
者
講
習

12
月
13
日

美
馬
警
察
署

12
月
20
日

小
松
島
警
察
署

初
心
者
講
習

12
月
６
日

徳
島
西
警
察
署

慌てるな 矢先の向こうに 人の影

撃ちません 獲物の確認できるまで

確かめよ 人か獲物か 撃つ前に

誰も見ぬ 猟場で守る あなたのマナー

狩猟事故の防止

一人で悩まずに、
勇気を持って相談を!

安心相談ダイヤル

♯９１１０

今
回
の
「
七
福
神
め
ぐ
り
」
は
少
し

ご
み
ご
み
し
た
下
町
で
す
が
、
古
い
由

緒
あ
る
寺
が
多
く
あ
り
ま
す
。
「
七
難

即
滅

七
福
促
成
」
を
願
っ
て
参
拝
し

ま
し
ょ
う
。

事
前
の
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
当
日
集
合
場
所
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

日

時
平
成
十
九
年
一
月
八
日

午
前
十
時

成
人
の
日

小
雨
決
行

集

合

Ｊ
Ｒ
山
手
線
鴬
谷
駅
北
口

コ
ー
ス

（
歩
く
距
離

約
四
㎞
）

台
東
区
下
谷
・
竜
泉
地
域
の
七
福
神

を
参
拝
し
ま
す
。

寿
老
神
（
元
三
島
神
社
）
↓

福
禄
寿

（
入
谷
鬼
子
母
神
）
↓
大
黒
天
（
英
信
寺
）

↓
毘
沙
門
天
（
法
昌
寺
）
↓

弁
財
天

（
弁
天
院
）
↓
恵
比
寿
神
（
飛
不
動
尊
正

宝
院
）
↓
布
袋
尊
（
寿
永
寺
）

解

散

午
後
十
二
時
ご
ろ

地
下
鉄
日
比
谷
線
三
ノ
輪
駅
付
近

問
い
合
わ
せ

田

村

博

一

＆
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
９（
２
５
８
）４
８
１
９

森

猛

＆
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
２（
３
７
９
）６
０
９
８

関
東
阿
波
か
つ
う
ら
会
だ
よ
り

新
春

下
谷
七
福
神
め
ぐ
り
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こ
の
特
別
給
付
金
は
、
戦
傷
病
者
を
永
年

介
護
さ
れ
て
き
た
奥
様
の
ご
労
苦
に
対
し
、

国
と
し
て
慰
藉
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

戦
傷
病
者
の
奥
様
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

◎
「
第
十
八
回
特
別
給
付
金
」
ま
た
は

「
第
二
十
回
特
別
給
付
金
」
を
受
給

さ
れ
て
い
た
戦
傷
病
者
の
妻
の
場
合

次
の
い
ず
れ
か
の
制
度
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

※
右
記
国
債
を
時
効
に
よ
り
失
権
し
た
場
合

で
も
、
各
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

「
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
」

の
継
続
支
給

★
戦
傷
病
者
の
方
が
、
平
成
十
八
年
十
月
一

日
に
、
増
加
恩
給
、
傷
病
年
金
、
特
別
傷

病
恩
給
、
障
害
年
金
等
を
受
け
て
い
る
場

合
に
、
そ
の
妻
に
支
給
し
ま
す
。

【
額
面
百
万
円
か
ら
六
十
万
円
（
軽
症
者
の

方
は
二
分
の
一
の
額
面
）、十
年
の
国
債
】

「
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
」

の
特
例
支
給

★
戦
傷
病
者
の
方
が
、
平
成
八
年
十
月
一
日

（
又
は
平
成
五
年
四
月
一
日
）
以
降
平
成

十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
一

般
の
怪
我
や
病
気
で
死
亡
（
平
病
死
）
さ

れ
た
場
合
に
、
そ
の
妻
に
支
給
し
ま
す
。

【
額
面
五
万
円
、
五
年
の
国
債
】

「
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
」

の
支
給

★
戦
傷
病
者
の
方
が
、
平
成
八
年
十
月
一
日

（
又
は
平
成
五
年
四
月
一
日
）
以
降
平
成

十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
公

務
傷
病
や
勤
務
関
連
傷
病
で
死
亡
さ
れ
た

場
合
に
、
そ
の
妻
に
支
給
し
ま
す
。

【
額
面
二
百
万
円
か
ら
六
十
万
円
、
十
年
の

国
債
】

◎
新
た
に
戦
傷
病
者
の
妻
と

な
ら
れ
た
場
合

★
平
成
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
五
年

四
月
一
日
の
間
に
、
夫
が
戦
傷
病
者
と
し

て
、
増
加
恩
給
、
傷
病
年
金
、
特
例
傷
病

恩
給
、
障
害
年
金
等
の
受
給
権
を
取
得
し

た
場
合
に
、
そ
の
妻
に
支
給
し
ま
す
。

★
右
記
の
期
間
内
に
戦
傷
病
者
と
し
て
こ
れ

ら
の
年
金
を
受
け
て
い
る
方
と
結
婚
を
し

た
妻
に
支
給
し
ま
す
。

【
額
面
三
十
万
円
（
軽
症
者
の
方
は
十
五
万

円
）、
十
年
の
国
債
】

受
付
期
間

平
成
二
十
一
年

九
月
三
十
日
ま
で

受
付
窓
口

請
求
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る

市
区
町
村
役
場

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
役
場
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を
平

成
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
実
施
し

ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
す
べ

て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調

査
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行

政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ

れ
る
と
と
も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど
で
の
研

究
資
料
、
小
、
中
、
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

皆
様
か
ら
ご
提
出
し
て
い
た
だ
く
調
査
表

に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容

の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０

１

平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
障
害
者
自
立

支
援
法
施
行
に
伴
い
障
害
者
相
談
支
援
事
業

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
、
専
門
員
が
配
置
さ
れ
て
い

る
指
定
相
談
事
業
者
へ
委
託
を
し
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

相
談
内
容

障
害
者
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
の
提
供
お
よ
び
助
言
そ
の
他
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
等
、
必
要
な
支
援

を
行
い
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の

障
害
者
等
の
権
利
擁
護
の
た
め
必
要
な
助
言

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
が
自
立
し
た

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

そ
の
他

右
記
以
外
の
日
時
で
も
電
話
等
の

相
談
も
受
付
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）４
６
５
２

戦
傷
病
者
の
妻
の
方
々
に

特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

日

時

12月７日

19日

27日

場

所

福祉センター

１階研修室
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「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的
人
権
お

よ
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め
に
、
世

界
す
べ
て
の
人
々
と
す
べ
て
の
国
々
と
が
達

成
す
べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、
昭
和
二
十

三
年
（
一
九
四
八
年
）
十
二
月
十
日
の
第
三

回
国
際
連
合
（
以
下
「
国
連
」
と
い
う
。
）

総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

国
連
は
、
世
界
人
権
宣
言
採
択
を
記
念
し

て
、
採
択
日
の
十
二
月
十
日
を
「
人
権
デ
ー

（Human
Rights

Day

）」
と
定
め
、
加
盟
国

に
対
し
、
人
権
擁
護
活
動
を
推
進
す
る
た
め

の
各
種
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い

ま
す
。

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
は
、
関
係
機
関
等
の
協
力
を
得
て
、
「
人

権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
一
週
間
（
十
二

月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
）
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を
訴
え
る

と
と
も
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
年
も
、
十
二

月
四
日
か
ら
同
月
十
日
ま
で
を
「
第
五
十
八

回
人
権
週
間
」
と
し
て
、
各
種
行
事
を
実
施

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
徳
島
地
方
法
務
局
と
徳
島
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

・「
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識
」

～
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い

命
を
大
切
に
～

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実

現
し
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

し
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害

は
止
め
よ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

く
そ
う

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対

す
る
認
識
を
深
め
よ
う

を
週
間
の
強
調
事
項
と
し
て
各
種
の
啓
発

活
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

お
互
い
に
相
手
の
人
権
を
尊
重
し
、
一
人

一
人
が
人
権
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
、
豊

か
な
人
間
関
係
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

人
権
に
つ
い
て
の
悩
み
事
は
、
人
権
擁
護

委
員
や
法
務
局
に
ご
相
談
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
勝
浦
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々

で
す
。細

川

寛
さ
ん
（
勝
浦
町
坂
本
）

滝

花

恒

子
さ
ん
（
勝
浦
町
棚
野
）

中

西

正
さ
ん
（
勝
浦
町
沼
江
）

寺

尾

弘

惠
さ
ん
（
勝
浦
町
星
谷
）

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
九
日

～

平
成
十
九
年
一
月
三
日

こ
の
期
間
中
は
、
印
鑑
証
明
や
戸
籍

謄
抄
本
等
、
税
務
関
係
の
証
明
書
交
付

事
務
は
取
り
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

（
住
民
票
に
限
り
、
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
間
は
発
行
で
き

ま
す
。）

慌
た
だ
し
い
年
の
瀬
、
つ
い
大
事
な

書
類
、
届
出
、
登
録
も
忘
れ
が
ち
に
な

り
ま
す
が
、
急
ぐ
手
続
き
な
ど
は
お
早

め
に
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

※
婚
姻
届
や
出
生
届
、
死
亡
届
な
ど
は

こ
の
期
間
中
で
も
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

平
成
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日

～

平
成
十
九
年
一
月
三
日

年
末
の
ご
み
収
集
は
十
二
月
三
十
日

ま
で
行
な
い
ま
す
。
年
始
の
ご
み
収

集
は
、
一
月
四
日

か
ら
再
開
し
ま
す
。

休
業
期
間
中
は
、
フ
ェ
ン
ス
に
ご
み
を

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
は
ご
み
を
出
す
の
が
集

中
し
ま
す
の
で
、
計
画
を
立
て
ご
み
収

集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

平
成
十
八
年
十
二
月
三
十
日

～

平
成
十
九
年
一
月
四
日

※
十
二
月
二
十
九
日

は
、
午
前
中

営
業
し
ま
す
。
平
成
十
八
年
一
月
五
日

か
ら
平
常
営
業
し
ま
す
。

な
お
、
年
末
は
、
特
に
混
み
合
い
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
つ
け
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

毎
日
衛
生
㈲

（
４
２
）２
１
３
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
４
２
）４
９
５
０

ご
み
収
集
業
務

し
尿
収
集
業
務

役
場
窓
口
業
務

年
末
年
始
の

休
業
に
つ
い
て

第
五
十
八
回

人

権

週

間
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一
月
は
、
大
陸
か
ら
高
気
圧
が
張
り

出
し
、
日
本
の
東
海
上
に
は
低
気
圧
が

あ
っ
て
、
西
高
東
低
の
冬
型
の
気
圧
配

置
と
な
る
日
が
多
く
な
り
ま
す
。

地
上
天
気
図
で
は
日
本
付
近
で
等
圧

線
が
縦
じ
ま
模
様
の
よ
う
に
ほ
ぼ
南
北

に
並
び
、
気
象
衛
星
で
は
日
本
海
に
寒

気
の
吹
き
出
し
に
伴
う
筋
上
の
雲
が
見

ら
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
の
天
気
は
、
日

本
海
側
で
は
雪
や
雨
と
な
り
ま
す
。
徳

島
県
の
北
部
で
も
雪
や
雨
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
南
部
は
乾
燥
し
た
晴

天
と
な
り
ま
す
。

徳
島
の
気
温
変
動

一
月
は
、
最
も
気
温
の
低
い
月
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
徳
島
で
は
昔
ほ
ど

寒
く
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
図
は
昭
和

十
五
年
か
ら
平
成
十
七
年
ま
で
の
一
月

の
徳
島
の
の
平
均
気
温
と
冬
日
（
最
低

気
温
が
０
℃
未
満
の
日
）
日
数
の
経
年

変
化
で
す
。
図
中
の
太
い
折
れ
線
は
、

年
々
の
変
動
を
滑
ら
か
に
し
た
も
の
を

示
し
て
い
ま
す
。

月
の
徳
島
の
平
均
気
温
は
上
昇
傾
向

を
示
し
て
お
り
、
百
年
当
り
の
上
昇
量

は
３･

６
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
一
月
の
冬
日
（
最
低
気
温
が

０
度
未
満
）
日
数
は
減
少
傾
向
を
示
し
、

近
年
は
〇
～
八
日
と
な
り
、
氷
点
下
に

な
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
気
温
上
昇
は
、
日
本
各

地
で
現
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
自
然
な

変
動
や
都
市
化
に
よ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
に
加
え
、
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
の

増
加
に
伴
う
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

徳
島
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

０
８
８（
６
２
６
）０
６
７
６

地

球

温

暖

化

勝
浦
町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
る

た
め
、
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助

制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
ご
み
は
、
乾
燥
や
堆
肥
化
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
良
質
の
肥
料
と
し
て
利
用
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

補
助
制
度
の
あ
る
こ
の
機
会
に
、
生
ご
み

の
有
効
利
用
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
下
さ

い
。

補
助
金
申
請
受
付
期
間

受
付
は
先
着
順
で
、
予
算
の
範
囲
内
で
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

補
助
対
象
者

町
内
に
住
所
を
有
す
る
世
帯
。

肥
料
化
及
び
減
量
化
さ
れ
た
も
の
を
処
理

で
き
る
方
。

補
助
金
の
額

世
帯
に
つ
き
一
台
ま
で
。

購
入
額
の
三
分
の
二
（
千
円
未
満
端
数
切

捨
て
）
。
た
だ
し
、
四
万
円
を
限
度
と
す

る
。

申
し
込
み
方
法

勝
浦
町
住
民
課
へ
申
し
込
み
、
申
請
用
紙

を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

電
気
式
生
ご
み
処
理
機

購
入
補
助
金
に
つ
い
て
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国民年金だより

年金を受給されている方の

現況届の提出が不要となります！
国民年金や厚生年金を受給されている方は、毎年誕生月に現況届をご提出いただいておりますが、

今後は、住民基本台帳ネットワークシステムを活用して受給者の皆様の現況確認を行うことになり、

今年の12月に誕生日を迎える方からは、原則として現況届の提出が不要となります。

次の方は引き続き現況届等の提出が必要です。

■社会保険庁で保有している氏名・住所などの情報と、住民基本台帳ネットワークシステムの情報

が相違し、住民票コードを確認できない方。

※情報が確認できない方には、ご案内の通知をいたしますが、転居後に社会保険事務所へ住所変更の届出
をしていない方には、この通知がとどきませんので、住所変更の手続きは忘れずにお願いします。

■20歳前に初診日がある傷病による、所得現況の確認が必要な傷害基礎年金を受給している方。

■加給年金を受けられている方の「生計維持確認届」や、障害年金受給者等の障害状態を確認する

ための「診断書」は、今後も提出が必要です。

予約制による年金相談のご案内

徳島県内の全社会保険事務所では、予約制による年金相談を実施しておりますのでご利用ください。

■年金相談のご予約は、相談希望日１ヶ月前からお電話または年金相談窓口でお受けいたしており

ますので、最寄りの社会保険事務所にお問い合わせください。

■ご予約を受付する際には、相談者氏名、基礎年金番号、電話番号、相談内容等について確認させ

ていただきます。

■徳島北社会保険事務所【予約申し込み電話番号 088-655-0200】

平日 午前８時30分から９時30分まで 午後４時15分から５時15分まで

（毎週月曜日は午後５時15分から７時までの時間帯を追加して実施）

休日の年金相談（第２土曜日）午前９時30分から午後４時まで

■徳島南社会保険事務所【予約申し込み電話番号 088-652-1511】

■阿波半田社会保険事務所【予約申し込み電話番号 0883-64-3128】

平日 午前８時30分から９時30分まで 午後４時15分から５時15分まで

（第２月曜日は午後５時15分から７時までの時間帯を追加して実施）

休日の年金相談（第２土曜日）午前９時30分から午後４時まで

※予約状況により、ご希望の日時を調整させていただく場合がありますので、あらかじめご了承願います。

年金相談にお越しの際は、年金手帳（基礎年金番号通知書）、年金証書、振込通知書等、相

談者本人であることの確認ができるものをご持参のうえ、予約時間の５分前までにお越しい

ただき総合相談窓口にお申し出ください。

※代理の方がご相談に来られる際には、委任状が必要となります。

※ご都合により来所できない場合は、事前にご連絡をお願いします。

ご注意

予約の申込方法

予約時間帯
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か
た
り
あ
う

ペ
ー
ジ

夏
休
み
の
こ
と
で
す
。
や
っ
と
来
た
、
長

い
休
み
な
の
で
、
そ
の
日
は
、
お
昼
ご
飯
を

母
と
一
緒
に
つ
く
り
ま
し
た
。
ご
飯
を
つ
く

り
終
え
る
と
、
学
校
で
あ
っ
た
、
い
ろ
い
ろ

な
話
を
し
ま
し
た
。
私
の
言
っ
た
言
葉
が
お

か
し
か
っ
た
の
か
、
母
が
大
声
で
笑
い
だ
し

た
の
で
す
。
あ
ま
り
に
も
長
い
時
間
笑
っ
て

い
た
の
で
、

「
も
う
、
そ
ん
な
笑
い
よ
っ
た
ら
障
害
が
あ

る
人
み
た
い
な
け
ん
や
め
て
だ
。」

と
思
わ
ず
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
う
言
っ

た
瞬
間
「
え
っ
。
」
と
自
分
の
言
葉
に
驚
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
自
身
を
恐
れ
ま
し

た
。私

は
、
去
年
か
ら
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
入

部
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年
か
ら
、
一

人
の
女
の
子
が
入
部
し
ま
し
た
。
彼
女
は
、

障
害
が
あ
り
ま
す
。
彼
女
は
、
私
た
ち
が
楽

器
を
吹
い
て
い
る
の
を
見
て
い
つ
も
に
っ
こ

り
笑
っ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
少
し
音
が
は

ず
れ
た
り
す
る
と
、
大
笑
い
を
始
め
る
の
で

す
。
笑
い
始
め
る
と
止
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
部
員
の
み
ん
な
で
「
し
ぃ
。
」
と
静
か

に
し
な
い
よ
っ
と
い
う
合
図
を
し
ま
す
。
け

れ
ど
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
大
声
で
笑
い
出
す

の
で
す
。

私
た
ち
は
、
彼
女
の
こ
と
を
と
て
も
大
切

に
思
っ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
私
は
母
が
大

笑
い
を
し
て
い
る
の
を
見
て
、
「
障
害
が
あ

る
人
み
た
い
。
」
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。私

は
、
学
校
で
の
人
権
学
習
な
ど
で
い
ろ

い
ろ
な
差
別
に
つ
い
て
習
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
、
自
分
は
差
別
な
ん
て
し
て
い
な
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
笑
い
の
好
き
な

彼
女
は
、
私
の
友
達
で
あ
り
、
共
に
演
奏
す

る
仲
間
で
す
。

そ
れ
な
の
に
、
あ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
自
分
で
は
、
差
別
な
ん
て

し
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
心
の
ど
こ

か
で
は
、
偏
見
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
で
す
。
私
は
、
人
の
目
が
特
に
気
に

な
り
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
悪
口
を
言
っ
て

い
る
人
に
は
、
冷
た
く
接
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

あ
る
日
、
そ
の
子
が
私
と
遊
ぼ
う
と
声
を

か
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
日
、
私
は
他
の
子

と
遊
ぶ
約
束
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
遊
ぶ

約
束
を
し
て
い
た
人
は
、
そ
の
子
を
嫌
っ
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
は
そ
の
友
達
と
の
約

束
を
優
先
し
て
、
そ
の
子
を
仲
間
は
ず
れ
に

し
た
の
で
す
。
私
は
、
約
束
を
し
て
い
た
友

達
に
嫌
わ
れ
る
こ
と
が
す
ご
く
怖
く
て
怖
く

て
、
そ
の
子
を
仲
間
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
、
怖
が
り
で
す
。
幽
霊
と
か
妖
怪
と

か
そ
ん
な
も
の
よ
り
も
、
自
分
の
居
場
所
が

な
い
と
い
う
こ
と
の
方
が
も
っ
と
怖
い
。
だ

か
ら
、
み
ん
な
が
嫌
い
な
ら
、
私
も
嫌
い
に

な
る
と
い
う
感
じ
で
す
。
多
分
、
ま
だ
ま
だ

心
が
弱
い
の
で
こ
う
い
う
性
格
な
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
学
校
の
人
権
学
習
な
ど
で
、
強
い

人
間
に
な
り
た
い
と
目
標
を
立
て
て
も
、
こ

う
い
う
風
な
ん
じ
ゃ
だ
め
な
の
で
す
。

私
は
、
時
々
、「
ア
ホ
」
と
か
「
バ
カ
」

と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
悪
い
言
葉
を
言
っ
て
い

る
時
が
あ
り
ま
す
。
自
分
は
、
冗
談
で
言
っ

た
つ
も
り
で
も
、
相
手
は
そ
う
受
け
と
っ
て

く
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
の
で
す
。
で
も
、

い
ま
だ
に
そ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。

私
は
、
こ
の
作
文
を
書
き
な
が
ら
、
自
分

を
見
つ
め
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
今
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
の
お
ろ
か
さ
を
見
つ
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
す
。
私
は
な
ん
ど
弱
い
人

間
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
ど
れ
だ
け
自
分
が

お
ろ
か
な
人
間
だ
と
気
は
付
い
て
も
、
こ
の

性
格
を
直
す
の
は
、
と
て
も
難
し
く
、
で
き

な
い
の
で
す
。

そ
ん
な
ふ
う
の
考
え
て
、
沈
ん
で
い
る
私

に
、
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
は
友
達
で
し
た
。

悲
し
く
て
寂
し
く
て
、
悩
ん
で
、
暗
い
思

い
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
て
い
た
自
分
に
、
温
か

い
思
い
を
か
け
て
く
れ
た
こ
と
に
、
私
は
力

を
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
「
い

け
る
、
い
け
る
、
大
丈
夫
じ
ゃ
よ
。」
そ
の

言
葉
で
私
は
不
安
を
と
除
く
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。
私
と
い
う
人
間
は
、
み
ん
な
に
支

え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
ん
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。

笑
う
こ
と
が
大
好
き
な
彼
女
の
声
が
、
私

の
心
に
響
い
て
き
ま
し
た
。
彼
女
と
私
は
仲

間
な
の
で
す
。
こ
の
笑
い
声
は
、
ど
こ
ま
で

も
響
い
て
い
く
で
し
ょ
う
。
彼
女
と
私
の
声

が
響
け
ば
、
も
っ
と
大
き
く
響
い
て
い
く
の

で
す
。
私
が
遊
ぶ
約
束
を
し
な
か
っ
た
あ
の

子
に
も
、
友
達
の
心
を
届
け
て
い
け
る
私
に

な
り
た
い
の
で
す
。
「
い
け
る
、
い
け
る
。

大
丈
夫
じ
ゃ
よ
。
」
と
言
え
る
私
で
あ
り
た

い
で
す
。

世
の
中
に
は
自
ら
、
大
切
な
命
を
絶
つ
人

が
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
ま
だ
、
長
い
人
生
の

ほ
ん
の
少
し
し
か
生
き
て
い
な
い
の
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
、

い
じ
め
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
人
は
人
に

よ
っ
て
生
き
て
い
け
る
の
で
す

周
り
の
人
た
ち
は
、
そ
れ
を
見
て
見
ぬ
ふ

り
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
私
は
、
自
分
を

見
つ
め
、
自
分
の
心
に
落
ち
込
ん
だ
と
き
、

人
の
温
も
り
で
、
元
気
に
な
っ
た
の
で
す
。

差
別
は
、
偏
見
か
ら
生
ま
れ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
差
別
は
人
の
心
の
温

も
り
で
、
と
け
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
友
達
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

話
を
聞
い
て
あ
げ
る
だ
け
で
も
い
い
、
傷
だ

ら
け
の
心
に
少
し
で
も
温
か
い
言
葉
を
響
か

せ
て
あ
げ
た
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
彼
女
と

大
き
な
声
で
笑
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

心
温
ま
る
言
葉
を
響
か
せ
て

徳
島
地
方
法
務
局
・
徳
島
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会

平
成
十
七
年
度
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大

会
入
賞
作
品
集
よ
り
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ひ
と
年
に
何
度
草
刈
る
細
き
み
ち
刈
る
こ
と
に
馴
れ
五
十
年
経
し

坂
本

木

下

茂

子

延
命
の
た
め
の
治
療
は
断
る
と
書
き
替
え
て
安
ら
ぐ
敬
老
の
日

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

異
常
な
し
と
言
わ
れ
た
る
な
り
病
院
を
出
で
来
れ
ば
眩
し
青
空
の
あ
り

横
瀬

日

下

克

子

桜
植
え
村
が
総
出
の
草
刈
り
に
去
年
の
顔
の
見
え
ぬ
は
寂
し

坂
本

平

尾

智

男

掌
の
中
で
弾
け
る
感
触
た
の
し
み
て
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
の
種
を
採
り
お
り

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

仲
秋
の
月
拝
ま
ん
と
外
に
出
で
雲
の
切
れ
間
の
月
を
迎
え
る

坂
本

山

口

昭

市

亡
き
母
の
好
み
給
い
し
無
花
果
の
赤
き
熟
れ
実
を
道
に
見
て
過
ぐ

立
川

堀

梅

子

村
ご
と
に
祭
り
花
火
の
揚
が
り
い
て
峡
の
町
に
も
秋
深
み
ゆ
く

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

台
風
下
死
亡
五
名
と
告
げ
て
い
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
無
機
質
な
声

棚
野

殿

川

早

苗

茅
原
と
共
に
蟷
螂
錆
ゆ
き
て
微
動
だ
に
せ
ず
秋
の
深
ま
る

棚
野

島

つ
と
む

家
元
の
襲
名
祝
賀
に
招
か
れ
て
優
雅
な
る
秋
の
ひ
と
日
と
な
り
ぬ

横
瀬

廣
安
美
枝
子

廃
屋
の
藁
ぶ
き
屋
根
に
続
く
道
人
恋
う
る
ご
と
彼
岸
花
咲
く

横
瀬

桜
木
千
代
子

落
葉
敷
く
短
か
き
い
の
ち
空
蝉
の
末
路
を
悼
み
土
掛
け
て
や
る

中
山

栗

城

絹

水
涸
れ
し
川
原
に
家
族
と
見
る
花
火
揚
が
り
し
数
だ
け
谺
と
ど
ろ
く

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

仏
壇
の
菊
の
葉
裏
に
蝸
牛
あ
ま
り
に
も
小
さ
し
そ
の
ま
ま
に
置
く

与
川
内

植

松

寄

子

亡
き
母
の
好
み
し
柿
の
色
づ
き
て
今
日
初
ち
ぎ
り
を
供
え
て
お
り
ぬ

中
山

猪
谷
喜
美
代

秋
く
れ
ば
祖
父
の
口
癖
思
い
出
す
頭
の
下
が
る
稲
穂
並
び
て

坂
本

菅
内
久
美
子

だ
る
い
日
は
素
直
に
体
の
声
を
聞
き
ひ
と
日
休
ん
で
明
日
へ
賭
け
る

棚
野

田

中

久

子

物
干
し
の
シ
ャ
ツ
舞
い
上
げ
て
駆
け
て
行
く
悪
戯
好
き
の
秋
の
風
な
り

横
瀬

丸

関

朋

子

秋
の
歌
口
ず
さ
み
つ
つ
歩
く
土
手
童
に
還
る
乙
女
に
還
る

生
名

岩

本

敏

子

運
動
会
孫
は
ダ
ン
ス
が
得
意
だ
と
リ
ズ
ム
に
乗
り
て
わ
が
前
を
行
く

横
瀬

平
山
美
千
江

彼
岸
花
の
花
束
作
り
て
叱
ら
れ
し
思
い
出
の
あ
り
墓
地
に
群
れ
咲
く

棚
野

田

中

茂

子

老
人
車
に
縋
り
て
散
歩
す
る
横
を
ト
レ
パ
ン
姿
の
駆
け
抜
け
て
行
く

横
瀬

林

と
み
え

色
づ
き
し
紅
葉
は
谷
に
影
映
し
秋
は
次
第
に
深
ま
り
ゆ
け
り

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

静
か
な
る
朝
の
涼
し
さ
浴
び
な
が
ら
産
直
市
の
置
き
場
へ
急
ぐ

中
山

溝
内
喜
美
代

悲
し
み
を
こ
ら
え
切
れ
ず
に
す
す
り
泣
く
如
く
降
り
お
り
秋
の
夜
の
雨

中
山

山

下

房

雄

孫
達
の
心
尽
し
の
鳥
羽
の
旅
思
い
出
に
記
す
相
差
花
椿

中
角

花

岡

福

枝

高
丸
の
湧
き
水
集
め
流
れ
来
る
勝
浦
川
は
清
ら
か
な
り
き

横
瀬

西

蔭

達

男

松

並

武

夫

選

か
つ
う
ら
歌
壇

老

境

の

歌

い
ま
、
高
齢
者
は
何
を
歌
っ
て
い
る
か

か
か
わ
り
も
な
き
新
聞
の
死
亡
欄
年
齢
だ
け
を
今
朝
も
見
て
い
る

か
た
く
な
に
補
聴
器
拒
み
い
た
り
し
が
娘
の
買
い
く
れ
る
よ
う
聞
こ
え
る
わ

老
い
た
れ
ば
妻
の
話
が
聞
き
と
れ
ぬ
こ
と
ま
ま
あ
れ
ど
わ
か
る
ふ
り
す
る

置
き
忘
れ
し
眼
鏡
よ
う
や
く
探
し
あ
て
眼
鏡
に
て
見
る
用
を
忘
れ
つ

夫
婦
と
は
妙
な
関
係
世
話
を
し
て
叱
ら
れ
な
が
ら
愛い

と

し
さ
の
増
す

死
ぬ
と
い
う
大
仕
事
あ
り
春
寒
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
の
紐
凛
と
結
べ
り

雨
つ
づ
く
今
日
こ
の
頃
は
十
円
の
電
話
料
だ
け
教
え
子
の
声
聞
く

頑
張
っ
て
這
っ
て
い
く
子
よ
人
生
の
苦
し
い
日
の
た
め
も
う
少
し
這
え

本
当
か
し
ら
離
れ
る
程
に
愛い

と

し
い
と
ぬ
け
ぬ
け
言
い
て
夫
帰
宅
す
る

孫
の
部
屋
へ
行
き
て
ピ
ア
ノ
を
ひ
い
て
み
る
「
白
地
に
赤
く
日
の
丸
そ
め
て
…
」

こ
ん
ぺ
い
糖
な
め
れ
ば
遠
き
幼
き
日
の
使
い
走
り
を
思
い
出
す
味

生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
よ
か
っ
た
と
一
人
言
い
ほ
っ
こ
り
か
ぶ
る
布
団
の
温
く
し

死
ぬ
の
に
も
適
齢
期
あ
り
と
嘆
く
父
九
十
歳
の
麻
痺
の
手
つ
め
た
し

み
そ
汁
の
味
が
違
い
し
朝
な
れ
ば
妻
の
体
調
案
じ
て
お
り
ぬ

息
子
と
同
居
す
べ
き
か
否
か
を
迷
い
つ
つ
鯉
に
問
い
か
く
餌
や
り
な
が
ら

胸
の
す
く
思
い
に
老
妻
の
排
尿
の
勢
い
よ
き
を
久
々
に
聞
く

新
聞
の
一
面
記
事
を
聞
か
せ
つ
つ
病
夫
の
む
つ
き
替
え
て
や
り
お
り

夫
と
子
が
買
い
く
れ
し
金
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
勲
章
の
ご
と
つ
け
友
訪
ね
ゆ
く

笑
い
過
ぎ
て
口
よ
り
入
れ
歯
こ
ぼ
れ
た
り
た
が
の
ゆ
る
び
し
桶
の
ご
と
老
い
て

（
南
海
歌
人
提
供
）

十
二
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中

田

万

里

平
成
十
九
年
一
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

次
回
作
品
募
集
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国保と医療費

国保に加入している人には、療養の給付や療養費の支給、高額療養費の

支給、出産育児一時金の支給、葬祭費の支給などを受ける権利と、保険税

を納期内に納める義務があります。保険税は国保を健全に運営するために

大切な財源ですから、必ず納期限内に納めましょう。

保険税は必ず納期限内に納めましょう !

もし、滞納したら…
特別な事情もないのに保険税を滞納すると、未納期間に応じ

て、次のようなペナルティーが課せられます。長い間滞納する

と、財産の差し押さえなどの処分を受ける場合があります。さ

らに、介護保険を利用するときに制限を受けるため、サービス

が受けられないといったことも発生しますので、くれぐれも納

め忘れのないようにしましょう。

短期被保険者証とはPOINT

保険税の未納が続くと、保険証の代わ

りに「短期被保険者証」が交付される場

合があります。これは通常の保険証より

も有効期間が短いので、更新手続きを頻

繁に行なわなければなりません。

資格証明書とはPOINT

保険税を１年以上滞納していると、健康保険証を市区町

村に返還しなければなりません。その代わりに交付される

のが資格証明書（国民健康保険被保険者資格証明書）です。

これは、国保の被保険者の資格を証明するものですが、保

険証のかわりにはなりません。病気になって医療機関にか

かったときは、全額を自分で負担しなければなりません。

→
督
促

と
く
そ
く

が
行
わ
れ
る

→

延
滞
金
な
ど
を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

納
付
期
限
が
過
ぎ
る
と
…

そ
れ
で
も
納
め
な
い
で
い
る
と
…

通
常
の
保
険
証
の
代
わ
り
に

交
付
さ
れ
ま
す

→

短
期
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
る

納
付
期
限
か
ら
１
年
を
過
ぎ
る
と
…

保
険
証
を
返
還
し
ま
す

→

資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
る

国
保
の
給
付
が
全
額
、
ま
た
は
一
部

差
し
止
め
に
な
る

納
付
期
限
か
ら
１
年
６
か
月
を
過
ぎ
る
と
…

差
し
止
め
ら
れ
た
保
険
給
付
額
か
ら
、

滞
納
分
が
差
し
引
か
れ
る

そ
れ
で
も
納
め
な
い
で
い
る
と
…

→ → →

医療費の全額が

自己負担に

なってしまいますよ!

問い合わせ
勝浦町総務税務課国保係 (42)1503
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の保健行事
日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

10 日 ふ れ あ い 教 室 ９:00～13:30
住 民 福 祉
セ ン タ ー

子どもとその家族
エプロン
三角巾

12 火 健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館 住民 健康手帳

15 金 ２ 歳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成16年７月１日～
12月31日までに生ま
れた子

母子健康手帳

16 土 男 の 料 理 教 室 10:00～
農村環境改善
セ ン タ ー

会員

22 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成18年６月１日～
10月31日までに生ま
れた子

母子健康手帳

25 月 ふ れ あ い 教 室 ９:00～14:00 坂 本 集 会 所 子どもとその家族
エプロン
三角巾

みんなの健康

定期予防接種の実施について

麻しん・風しん、３種混合（百日咳・ジフテリア・破傷風）、２種混合

（ジフテリア・破傷風）の予防接種を町内医療機関において下記のとおり実

施しています。

麻しん・風しん ３種混合
（百日咳･ジフテリア･破傷風）

２種混合
（ジフテリア・破傷風）

病 状

麻しんウイルスの空気感染によっておこる病気

で、発熱、発疹を主症状とし合併症として気管

支炎や中耳炎、脳炎を起こすことがあります。

風しんウイルスの空気感染で起こり、発疹、発

熱などを主症状とし、３日位で治りますが、合

併症を伴うと重症化することがあります。

百日咳・ジフテリアは飛沫感

染でおこり、破傷風は傷口か

ら菌が体内へ入り、菌の出す

毒素で、病気が重症化するこ

とがあります。

ジフテリアは飛沫感染

で起こり、破傷風は傷

口から菌が体内へ入り、

菌の出す毒素で、病気

が重症化することがあ

ります。

対象年齢
（定期）

１期 １回 １歳～２歳未満

２期 １回 小学校就学前１年間

１期を受けた子が対象

１期初回……３回接種
生後３月～90月未満

１期追加……１回接種

生後３月～90月未満

※ただし、１期追加接種は１期初

回接種３回終了後６か月以上の

間隔をおいて接種

11・12歳
（11歳で受けるのが望ま
しい）
百日咳・ジフテリア・
破傷風３種混合の２期
として１回接種

料 金 無 料

実施期間 平成18年12月１日～25日

医療機関 勝浦病院 42－2555

町から配布してあるパンフレット・予防接種説明書・予防接種ガイドブック・予防接種券等を確認の

上、定期接種内に受けましょう。

※委託期間以外や対象年齢以外の任意接種となった場合は、次の料金が自己負担となります。

麻しん・風しん 9,950円 ３種混合 5,500円 ２種混合 4,500円

※接種を受ける場合は予約が必要です。あらかじめ上記の医療機関へお申し込みください。

委託期間の後半に集中することが予想されますので、
接種はお子さんの体調に合わせて、早めにうけましょう。

問い合わせ

勝浦町福祉課保健師 42-1502
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九
月
か
ら
毎
月
行
っ
て
い
る
糖
尿
病
教
室
、

十
二
月
は
次
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
何
回

受
講
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場

所

勝
浦
病
院
二
階

研
修
室

時

間

午
後
二
時
か
ら
一
時
間
程
度

費

用

無
料
で
す

そ
の
他

申
込
み
は
不
要
で
自
由
参
加
で
す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
病
院

（
４
２
）２
５
５
５

勝 浦 病 院 だ よ り

12月の予定（いずれも火曜日）

日 担 当 内 容

５日 平賀院長 糖尿病について

12日 坂口栄養士 食事について

19日 正瑞薬剤師 薬について

26日 亀山看護師長 一般生活と運動

総合健診等で精密検査が必要といわれた人へ

増加する生活習慣病対策の一環として、今年度６月から総合健診、人

間ドック等で基本健康診査を実施しましたが、まだ、受診していない40

歳以上の人を対象に、次のとおり集団健診を実施しますので、この機会

に受診してください。

日 時 平成18年12月６日 受付時間 午前９:00～11:00

場 所 農村環境改善センター

料 金 700円（ただし、70歳以上の人および市町村民税非課税世帯、

生活保護世帯の人は無料です）

※注意 申し込みは不要です。当日直接会場にお越しください。

ただし血液検査がありますので、空腹でお越しください。

６月～７月に実施しました総合健診の結果、がん検診で精密検査が必要と

いわれた人、また基本健康診査で糖尿病などの精密検査が必要といわれた人

でまだ、受診していない人は、必ず受診しましょう。

問い合わせ 勝浦町福祉課保健師 42-1502

基本健康診査の

実施について
保
健
だ
よ
り
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12月 勝浦郡夜間救急当番表
日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

３１

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午後６時～翌朝午前９時 休日:午後７時～翌朝午前９時

徳島保健所では、救急医療対策協議会を

設置し現状や問題点を分析し、その対策や

解決策について協議会委員で検討していま

す。委員は医師会、第２次、第３次病院、

消防、警察、県、市町村などです。

今年度第１回が11月16日に徳島保健所で

開催され、次のことが問題として話合われ

ました。

問題点

・救急患者搬送数が年々増加している。

（Ｈ17年度 救急患者搬送数 全県26，688件）

・夜間軽症者の割合が多い。

受診総数に占める軽症者の割合は（徳

島赤十字病院の場合、搬送者の約半数が

軽症者でした）

・外科、内科、脳神経外科の搬送が多い。

・救急医療受け入れ医療機関が減少してい

る。

対 策

・かかりつけ医の充実

・初期救急医療機関での対応

・適正な救急車の利用

（具合の悪い時は、早めに、できるだけ時

間内に受診するようにする。）

・救急対応医療機関の増加

ひとり一人が救急に対してご理解いただ

き健全な運営ができるよう、住民の皆様の

ご協力をお願いします。

勝浦町役場 救急医療対策係

平成17年救急患者搬送数（全県）

26,688件（対前年3.6％増）

全ての地区において、増加が見られる。

勝浦町は南部Ⅰの圏域です。

受入地 東部Ⅰ 東部Ⅱ 東部Ⅲ 南部Ⅰ 南部Ⅱ 西部Ⅰ 西部Ⅱ 計 伸び率%

平成15年 9,728 3,296 1,407 5,373 933 1,298 1,672 23,707 2.5％

平成16年 10,225 3,505 2,196 5,703 937 1,415 1,768 25,749 8.6％

平成17年 10,343 3,618 2,201 6,307 938 1,449 1,832 26,688 3.6％

平成17年救急患者搬送調べから 徳島県保健福祉部医療政策課 救急医療対策
について
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12月 ガラスビン収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

５日

（火）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

12日

（火）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

19日

（火）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

26日

（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

12月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

４日

（月）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

11日

（月）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

18日

（月）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

浜 正 幸 さ ん 宅 西

大 井 堰 碑 の 前

25日

（月）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

十
二
月
二
日

・
二
十
九
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
横
瀬
）

十
二
月
九
日

・
二
十
九
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

ククリリーーンン情情報報

ボランティアグループ

「勝浦を考える会」古紙の回収にご協力を

※登録している犬の場合は
印鑑と鑑札が必要です。

不用犬の引き取り日

12月 ５日 ･12日

平成18年12月20日 ～
平成19年１月３日

この間県の犬の引き取りが休
業します。この期間中役場も引
き取りができません。ご迷惑を

おかけしますが、御協力をお願
いします。

なお、来月の不用犬の引き取
り日は平成19年１月９日 です。



マガジン・リサイクル
12月1日 ～12月5日
場所 勝浦町図書館

保存期間がきれた図書館の雑誌等をおわ

けいたします。ぜひ、見にきてください。
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月下の恋人 浅 田 次 郎

月 光 誉 田 哲 也

魔 性 渡 辺 容 子

馬琴の嫁 群 ようこ

北前船の事件 平 岩 弓 枝

タペストリーホワイト 大 崎 善 生

奸婦にあらず 諸 田 玲 子

春の魔法のおすそわけ 西 沢 保 彦

まだ生きている 佐 藤 愛 子

鬼に喰われた女 坂東真砂子

おんぶにだっこ さくらももこ

夜遊の袖 吉 野 光

よろしく 嵐山光三郎

絶対、最強の恋のうた 中 村 航

大和魂 赤瀬川原平

真 鶴 川 上 弘 美

王妃マリーアントワネット 藤本ひとみ

恋は、あなたのすべてじゃない 石 田 衣 良

美 丘 石 田 衣 良

養老院より大学院 内 館 牧 子

海 小 川 洋 子

イヴの夜 小 川 勝 己

おとなのいのちの教育
水野治太郎･日野原重明 他

絵本の中のレシピ Ｇｏｍａ

ごちそうスープ 藤 田 千 夜

もっと豆腐が好きになる 野 崎 洋 光

グルメ以前の食事作法の常識 小 倉 朋 子

新着図書の一部紹介

あなたが今借りられている

図書館の本・ビデオ・ＣＤで返却期間が

過ぎているものはございませんか？

お確かめのうえ、年内に返却を

よろしくお願いいたします。

★おはなし会

24日 午後２時から 図書館幼児室

小さなお子様を対象にした紙芝居の読
み聞かせです。ぜひいらして下さい。

12月の行事

★図書館が閉っている時の返却本は玄関横の
ブックポストに入れてください

★ 12 月 ★
日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

／ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

24
31

森の工作図鑑

vol.1 落ち葉 vol.2 どんぐり・まつぼっくり

岩藤しおい

作って飾ろう・

作って遊ぼう。

秋を飾るアイ

デアがいっぱい。

行き先も目的も告げず、

男は旅立った。二度と帰

らない覚悟で―。

還らざる道

内 田 康 夫

絶大な人気と華やかな作

風、気性の激しさで「ミス

テリーの女王」と呼ばれた

故・山村美紗氏に捧げた完

結編

華 の 棺

西村京太郎

図書館だより

����������������		
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まちのうごき
平成18年10月16日～平成18年11月15日（敬称略）

人 口（平成18年10月31日現在）

世帯数 2,159戸
男性 3,083人
女性 3,334人

計 6,417人
出生 男 ２人 女 ０人 計 ２人
死亡 男 ２人 女 ２人 計 ４人

転入 男 ３人 女 ５人 計 ８人
転出 男 ９人 女 ６人 計 15人

おくやみ申します

大字沼江字山田 岡 ヨシミ（88歳）

大字沼江字高開 山 下 艶 子（80歳）

大字棚野字野神元 大 川 守（83歳）

大字中角字玉の木 田 岡 登（76歳）

大字沼江字田中 光井サカヱ（90歳）

大字棚野字仮家 上原アイ子（76歳）

野 恭 史 さん（横瀬） 山 下 広 志 さん（今山）

林 治 男 さん（星谷） 大 川 利 介 さん（棚野）

上 原 保 雄 さん（棚野）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました
（10月16日～11月15日）

ご結婚おめでとう

（
大字棚野字前田

大字三溪字豊毛本

松 田 貴 志
佐 藤 光

（
大字生名字山ノ神

大字久国字馬場

中 川 恭 志

濵 多江子

（
大字星谷字大明神

吉野川市

岩 田 敏 雄

麻 山 紀 子

（
大字坂本字日浦

愛知県清須市

日 浦 智 之

鈴 木 果世子

（
大字沼江字野神

徳島市

宮 本 茂 訓

田 典 代

お誕生おめでとう

大字生名字山ノ神 ）戸 川 貴 博
明 子

長男 誠
せい

士
じ

大字沼江字山路 ）山 畑 茂
照 代

長女 萌
もも

大字沼江字岐木 ）中 村 憲 一
由 紀

三男 吏
り

喜
き

大字生名字北 ）樋 本 恭 朗
愛

長女 彩
いろ

葉
は

大字沼江字神谷 ）宮 本 卓
恵

長女 柚
ゆず

葉
は

日 時 12月14日 午後１時30分～４時30分

場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

日 時 12月９日 午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 12月12日 午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５

年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで
※土・日・祝日を除く

休日年金相談

ねんきんダイヤル

ご利用ください！
出張年金相談所

時間延長年金相談

日 時 場 所 備 考

12月１日

12月８日

12月15日

12月22日

午後1時～4時30分

※８日は人権週間の

ため午前10時開所

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお

りますので、お気軽

にお問い合わせくだ

さい。 (42)4652

心配ごと相談

12月交流講座ご案内

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 ７ ・14 午後 7:30～9:30

踊 り 今月はお休みします

歌 謡 ７ ・14 午後 7:30～9:30

生け花 11 ・27 午後 7:30～9:30

大正琴 ７ ・14 ・22
午後 1:00～3:00

午後 7:00～9:00

ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp
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